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住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

財松戸市福祉公社は、「元気なときは手

助けをして、日常生活に支障があるときは

援助してもらい、住み慣れた地域で助け合

って暮し続けたい」という願いを持つ人た

ちを結ぶ拠点として活動しています。

日常生活で誰かに手助けを頼みたい場合

には、福祉公社が有償で家事や介護などを

援助する協力会員を派遣します。

どうぞ、ご利用ください。

酸封松戸市福祉公社H368-2941 番

あ
な
た
も
福
祉
公
社
の
会
員

に
な
り
ま
せ
ん
か

福
祉
公
社
は
、
協
力
会
員
と
利
用

会
員
、
事
業
に
賛
同
す

る
賛
助
会
員

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
地
域
の
人
た
ち
の

参
加
と
協
力
に
よ
っ
て
、
高
齢
や
障

害
を
持
つ
た
め
に
家
事
・
介
護
な
ど

の
手
助
け
を
必
要
と
す
る
人
を
、
援

助
す
る
こ
と
で
す
。

福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
社
会
に
役

立
つ
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

人
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。天気がいいので、近くの公園まで散歩に

利用会員へのサービス

高

齢
だ

っ
た
り

、
障

害
を

も

っ
て

い
た
り
し

て
、
日

常
生

活
で
手

助
け

を
必
要
と
す
る
世
帯
（
下
表
参
照
）
。

※
サ
ー
ビ
ス
内
容
・
日
程
等
は
福
祉

公

社
で
調

整
さ
せ

て

い
た

だ
く
場

合

が
あ
り
ま

す

。

ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
意

識
を
持

っ
て

い

る
松

戸
市

在
住

・
在

勤

の
二

十
歳
以

上

で
健
康

な
人

。
資

格
は

い
り
ま

せ

ん
が

、
会

員

登
録

時
に
基
礎

研
修

を

受

け
て

い
た

だ
き
ま

す
。

基
礎
研
修
１
月
９
日
～
２
月
1
3
日

の
毎
週
金
曜
は
午
前
９
時
～
正
午
（
全

六

回
）
　

会
場
衛

生
会

館
ほ

か

福

祉
公

社

の
事

業
に
賛
同

し

て

い

た

だ
け

る
個
人

・
団

体

・
企

業

な
ど

の
皆

さ
ん
。

非

常

勤

職

員

を

募

集

中
　
　

。

福

祉
公

社

で

は
、
独
自

の
事
業

を

行

う

だ
け
で

な
く

、
市

か
ら
委

託
を

受

け

て
、

ホ
ー

ム
ヘ
ル

パ

ー
を

派
遣

す
る

な
ど

、
広
く

在
宅

支
援
事
業

を

行

っ
て

い
ま

す
。

現
在

、
非
常

勤
職

員

を

募
集
し

て

い
ま
す

。

職

種
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー
　

採
用
人

員
二

十
人

程
度
　

資
格

六
十
歳

未
満

の
介

護
福

祉
士
ま

た
は

ホ

ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
養
成
研
修
一
～
二
級
課
程
修
了

者
（
市
内
医

療
機
関

、
福

祉
施

設
勤
務

者
を

除
ぐ
）

※
1
2
月
1
3日

出
午

前
1
0
時
か

ら
福
祉

公
社
（
総
合

福
祉
会

館
内

）
で
説
明

会

を
行

い
ま
す

。

利
用

会
員
の
利
用

料

・在宅生活に関するさまざまな相談

一会報による情報提供

利用会員へ、公社が協力会員を派

遣し、調理一洗濯一掃除などの家事

援助や、食事・外出などの介助を行

います。

入会金 1,000円（登録時のみ）

月会費 月1,000 円

家

事

介

護

サ

｜

ビ

ス

派遣時間

月～金曜日 土･ 日曜日･ 祝日

午前9時～午後5時
午前8 時～9 時

午前8時～午後8時
午後5 時～8 時

利

用　ヽ

料

①家事 1時間　　900 円　1 時間　1,100 円 1時間　1,100 円

②介護 I時間　1,100円　1時間　1,300円 I時間　1,300円

③理髪 1回5,000円

④配食 1食800 円（一部地域）

派遣経費 ①②③は、派遣1回につき500円を加算

24時間あんしん電話サービス 月3,500 円（通話料・消費税別）

会員に聞きました

利用会員・3 年目

吉永　 忠司さん

貞子さん

(六 高台)

緊 急で困ったときに、看護婦が相

談を受けます。

外出できない場合、理容師が出張

します。

夕食をお届けします（一部地域）。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
養
成
研

修
（
三
級
課
程
）
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す

ホ

ー

ム
ヘ

ル

パ

ー
の

仕

事

を

希

望

す

る

人

を

対

象

に

、

養

成

研

修

を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

研
修
日
平
成
1
0
年
2
月
４
日
嬾

1
2
日
収
・
1
6
日
㈲
・
1
9
日
㈹
、
３
月

２

日

㈲

・
９

日

㈲

・
1
1日

伽

・
1
6日

㈲
・
2
3
日
側
2
7
日
記
ス
全
十
回

会

場

衛

生

会

館

ほ

か
　

定

員

五

十

人

（
抽

選

・
全

日

程

受

講

可

能

な

人

）
　

費

用

一
万

一
千

円

（
テ

キ

ス
ト

代

ほ

か

）

圃
1
2
月
1
2
日

記

〔
必

着

〕

ま

で
に

、

往
復
ハ

ガ
半

ご
住

所
・
氏
名
・
年

齢
・

電

話

番

号

・
受

講

目

的

を

記

入

し

て

、
〒
2
7
1
松

戸

市
上

矢

切
二

九

九

の

一

剛

松

戸

市

福

祉

公

社

事

業

係

（

登
3
6
8
・
2
9
4
1

番

）
へ

介護を一人で抱え込まず、家族や友人、市役所や

福祉公社に、少しずつ協力してもらっています。

先日、協力会員さんに付き添ってもらい、初めて

21世紀の森と広場に車いすで出かけました。行動範

囲が広がり、楽しみが増えました。

協力会員・2 年 目

浮田　 和子さん

(五 香)

週2日協力会員として活動しています。実の親だと

思って接するよう心掛けています。最近は表情で気

持ちが分かり、人柄に触れることで、手助けするこ

との喜びを感じられるようになりました。

番
号
表
示
で
出
来
上
が
り
を
知
ら
せ
る

電
光
案
内
表
示
盤
を
設
置

市
民
課
待
合
室
に
電
光
案
内
表

示
盤
を
設
置
し
ま
し
た
。

従
来
は
、
マ
イ
ク
で
お
名
前
を

お
呼
び
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
申
請
の
際
に
受
付
番
号
札
を

受
け
取
り
、
書
類
が
出
来
上

が
り

次
第
、
番
号
が
案
内
盤
に
表
示
さ

れ
、
同
時
に
音
声
に
よ
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
流
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
変
わ

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
耳
の
不
自
由

番号は出来上がってから交付さ

れるまで点灯しています

な
人
に
も
分
か
り
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
待
ち
時
間
に
席
を

離
れ
て
も
、
表
示
盤
を
見

れ
ば
、

出
来
上
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か
分

か
る
の
で
、
安
心
し
て
待
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

※
申
請
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
受

け
付
け
順
と
交
付
順
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

腮
市
民
課

申請者に番号札を渡し、出来上

がりを表示と音声でお知らせし

ます

書類請求の流れ(住民票等)

広
報
ま
つ
ど
1
2月
1
5日

号
は

、
1
5日
側

が
新
聞
休
刊
の

た
め
、

1
4日

紐
の
朝
刊
に

折
り
込
み

ま
す
。

醫
広
報

課

人口と世帯　11月1日現在

461,292人

234,138人

227,154人

175,437世帯

人口

主な内容

市立松戸高校入学生を募集　 ②

障害者週間記念事業　　　　 ③

楽しく学ぼう第Ⅲ期成人講座　④

松戸市の職員給与等を公表　 ⑤

情報チャンネル　　　　 ⑥ ⑦

一 一 一 一 ‥ － 一 一一 一 一 ‥ 一 一 －　　　　　 －

利会用利申請書を窓口に差し出し

ます

〉職員から番号札を受け取

ります

〉番号が表示盤に表示され、

同時にチャイムと合成音

声で呼び出しがあるまで

しばらくお待ちください

職員が必要な書類を作成

します

)番号札を渡し、料金を支

払い、書類をお受け取り

ください

男
々

世帯

利
用
会
員

協
力
会
員

賛
助
会
員

家事援助介護援助サービ

ス

24時間あんしん電話サー

ビス

基本サービス

理髪サービス

配食サービス
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市
立
松
戸
高
校
入
学
生
を
募
集
し
ま
す

め
ぐ
ま
れ
た
施
設
の
中
で
学
ぼ
う

体育祭でおもいっきり汗を流します

パソコンを使って英語の授業

市
立
松
戸
高
校
は
、
緑
に
囲

ま
れ
た
明
る
く
さ
わ
や
か
な
学

校
で
す
。
紙
敷
の
台
地
に
建
て

ら
れ
、
広
大

な
敷
地
と
設
備
を

誇

る
環
境
の
中
で
、
充
実
し
た

学
園
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
募
集
定
員
・：
全
日
制

普
通
科

第
一
学
年

・
四
百
人
（
定
員

の

お
お
む
ね
三
〇
％
以
内
は
推
薦
）

応
募
資
格
・：
中
学
校
も
し
く

は
こ
れ
に
準

ず
る
学
校
を
卒
業

し
た
人
、
ま
た
は
３
月

卒
業
見

込
み
の
市

内
在
住
の
人

出
願
手
続
き
…
所
定

の
入
学

願
書
、
定
形
封
筒

（
志
願
者

の

住
所
・
氏
名

・
郵
便
番
号
を
記

入
し
て
八
十
円
切
手
を
張

っ
た

も
の
）
を
在
籍
（
出
身
）
中
学
校

を
経
由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。願
書
等
提
出
期
間
・
：
２
月
４

日
伽
～
６
日

嵐
、
午
前
９
時
～

午
後
４
時
3
0分

〔
６
日
蚩
は
正

午
ま
で
〕

志
願
変
更
受
付
期
間
・：
２
月

1
0日
㈹
～
1
3日
窗
、
午
前
９
時

～
４
時
3
0分
〔
1
3日
窗
は
正

午

ま
で
〕
学
刀
検
査
：
２
月
2
5
日
水
・
2
6

日
米

会
場
市
立
松
戸
高
校
（
五
‐

香
駅
西
囗
か
ら
新
京
成

バ
ス
紙

敷
車
庫
行
き
で
「
市
立
高
校
」
下

車
）入
学
許
可

候
補
者
発
表
…
３

月
４
日
水
午
前
９

時
か
ら
市

立

松
戸
高
校
で

崑

市
立
松
戸
高
校

容
3
8
5
・
3
2

0
1
番

高等学校
入学資金を
お貸しします

来
春

、
高

校

（
高
等

専
門

学
校

を

含

む
）

に
進

学
を
希

望
す

る
生
徒

の

い
る
家

庭
に

、
入
学

資
金

を
お
貸
し

し

ま
す

。

貸
付
額
三

十
万
円
以

内
（
公

立
・
私

立
で
額

が
異

な
り
ま

す
）
　

対
象

次

の
す

べ
て
に

該
当
す

る
人

①
経
済

的

な
理
由

に
よ
り

、
高

校
入

学
資
金

を

一
時
的

に
用

意
す

る
こ
と

が
困
難

な

世

帯
②
成

績

良
好

、
品

行
方
正

で
出

年 末年 始 のごみ収集とし尿のくみ取り

身
中

学
校
長

が
推

薦
し

た
健
康

な
生

徒
で

あ
る
こ

と
③
保

護

者

が
松

戸
市

の
住

民
基
本

台

帳
に
一
年

以
上

登
録

さ
れ

て

い
て

、
引

き
続

き
市
内

に
居

住
し

て

い
る
こ
と

①
市

内

（
特

別
な

事
情

を
除
ぐ

）
に

居
住

す

る
確

実
な

連
帯
保

証
人

が
得

ら
れ

る
こ
と
　

受

付
期
間

第
一
回

＝
１

月
６
日

関
～
3
0

日
童

、
第
二

回

＝
２
月
２

日
丱

～
３

月
1
0
日
火
申
請
書
類
世
高
等
学
校

入
学
資
金
貸
付
申
請
書
②
出
身
中
学

校
長
の
推
薦
書
宮
住
民
票
（
家
族
全

員

の
も

の
）

ま
た

は
外

国
人

登
録
済

証
明

書
④

収
入
を

証
す

る
も

の

（
父

母
ま

た
は

そ
れ

に
準
ず

る
人

の
あ
ら

ゆ
る
収
入
が
対
象
ブ
回
成
績
証
明
書

※
申
請

は
合
格
決

定
前
に

で
き
ま
す

。

申
請

書
等
は
、
援
護
課
・
市
民

課
お

よ
び
各
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

憇

援
護
課

援
護

係

年末のごみ収集とし尿のく み取りは12 月30 日叫で終了します。年始は1

月5日側から開始します( 下表)。

年内にし尿のくみ取りが必要な場合は、早めに連絡してください。

年末は、大掃除などでごみの量が増加しますので、分別を正し＜守って

計画的に集積所に出しましょう。

｢資源ごみ｣ を出すときは、紙・その他類が混じらないよう 、整理して

出してください。

※12 月23 日屬は、ごみの収集とし尿のくみ取りを行います。

圜清掃業務課業務第1係(ごみ) ・業務第2係(し尿)

門松カード を配布し ます

12月８日(月)から門松カード(一世帯一枚)

を配布します。

配布場所各支所・市役所玄関受付・市民

課・地域振興課

※町会・自治会単位でまとめて希望される

場合は、各支所または地域振興課へ

圜広報課

資源
ごみ
有害
ごみ

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月曜地区 29日題 5日㈲

火曜地区 30日火 6日火

水曜地区 24日困 7日収

木曜地区 25日團 8日南

金曜地区 26日窗 9日銜

土曜地区 27日出 10日出

粗
大
ご
み

受付曜日 12月最終受付日 1月受付開始日

月～金曜日 26日窗 5日側

巫電話で粗大ごみ受付センター≪391-0007番へ

燃
や
せ
る
ご
み

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月･水･金地区 29 日囲 ５日(月)

火 一木･ 上 地区 30 日㈹ 6日脚

燃
や
せ
な
い
ご
み

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月･水地区 29 日側 5日囲

火･木地区 30 日㈹

26 日窗

6日叫

7日團水･金地区

木･土地区 27 日(土) 8日團

月 一金地 区 29 日(月) 5日㈲

火･上地区 30 日㈹ 6日火

平

成
1
0
年

度

松

戸

市

指

名

競

争

入

札

参

加

資

格

審

査

申

請

（
中

間

）
の

受

け

付

け

対
象

①
物
品
納
入

業

者

（
建
設
工

事
資
材
を
含
む
匸
量
委
託
業
務
業
者

（
設
計
・
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

含

む
匸

⑤
建
設
工

事
業

者

（
建
設
業

者

の
み
で

物
品

納
入
業

者
お

よ

び
委

託

業
務

業
者

を
除
ぐ

）
　

受

付
期

間

①

噐
②
と

も
２
月
2
4
口

火
～

３
月
２

日

丱
　

時
間

午
前

９

時
～
1
1時
3
0分

と
午
後
１
時
～
４
時
（
各
士
・
日
曜
日

を
除
ぐ
）
　
会
場
衛
生
会
館
三
階
会

議

室
棄
申
請
書
は
契
約
課
と
財
政
部
管
財

課

で
配
布

し
て

い
ま
す

。

※
中

問
年

の
受

け
付

け

で

す

の

で
、

資

格
は
一
年
間
で

す
（
平

成
９
年
・

1
0年
度
で
手

続

き
済
み

の
場

合
は

不
要

）
。

※
申
請
内

容

に
変
更

が
あ

る
場
合

に

は
、
そ
の
都

度
変
更

届

が
必
要

で

す
。

騾
契
約
課
・
財
政
部
管
財
課
用
度
係

松

戸

都
市

計

画
下

水

道

の

変

更

案

の

縦
覧

松
戸
市
第
五
号
公
共
下
水
道
の
区

域

の
追
加

と
幹

線

の
変
更
案

の
縦

覧

を
行

い
ま
す

。

1
9
一
月
1
7
日

伽
～
１

月
９
日

窗
午

前

８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
（
閉
庁
日
を

除
ぐ
）
　

会
場
下

水
道

計
画
課

周
下

水

道
計
画

課
計
画

係

平

成

９

年

工

業

統
計

調

査

に

ご

協

力

を

通
商
産
業
省
で
は
、
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
毎
年
1
2
月
3
1
日

現
在
で
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

て

い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
経
済
動
向
を
把
握

し
、
産
業
振
興
政
策
な
ど
の
各
種

施

策
を
決
め
る
基
礎
資
料
と
し
て
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
員
が
伺

い
ま
し
た
ら
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鬩
総
務
部
総
務
課
統
計
係

遺

児

手

当
1
2
月

期

分

を

支

給

し

ま

す遺
児
手

当

の
1
2月

期
分

（
８
～
1
1

月
分
）
を
1
2
月
1
0
日
汞
以
降
に
受
給

者

の
指

定
口
座

に
振
り

込
み

ま
す

。

支
給
額

（
児
童

一
人

に

つ
き
）

片

親
と
死
別
＝
月
額
五
千
五
百
円
、
両

親

ど
死
別

＝
一
万

五
百

円

（
８
月

・

1
2月

・
４

月

の
年

三

回
支
給

）

新

た

に

手

当

の

支

給

を

希

望

す

る

人

は

、

申

請

し

て

く

だ

さ

い

対
象
市
内
に
居
住
し
、
父
母
の
一

方
ま
た
は
両
親
と
死
別
し
た
児
童
（
中

学

校
卒

業
ま
で

）

を
扶
養

し
て

い
る

人
　
申
請
に
必
要
な
も
の
①
認
め
印

②

一
ヵ
月

以
内

に
発
行

さ
れ
た

家
族

全
員

の
住
民

票

（
本
籍
等

す

べ
て
記

載
さ

れ
た
も

の
）
ま

た

は
外
国

人
登

録
済
書
一
力
月
以
内
に
発
行
さ
れ

た
申
請

者
と

遺
児
記

載

の
戸
籍

謄
本

①
申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便

局
を
除
ぐ

）

の
表

紙
の
コ

ピ

ー
　

受

付
期

間

随
時

（
申
請

の
翌

月
か

ら
支

給
）
※
現
在
受
給
中
の
人
は
、
手
続
き
は

不

要
で

す
。

鬨
援

護
謀

援
護
係

児

童

扶

養

手

当
1
2
月

期

分

が

支

給

さ

れ

ま

す

1
2月
1
1
日
印

か

ら
郵

便

局

・
銀
行

で
1
2月

期

（
８
～
1
1
月
分

）

の
手
当

を
お
受

け
取

り
く

だ
さ

い
。

現
況

届
を

ま
だ

提
出
し

て

い
な

い

人
は

、
必
要

書
類

を
添
付

し

て
、
至

急
提
出

し
て

く
だ

さ

い
。

類
援

護
課

援
護
係

市
立
東
松
戸
病
院
泌
尿
器
科
外
来

休
診
の

お
知

ら
せ

休
診
日
1
2月
1
5日
罪

黯
市
立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

登
3
9
1
・
5
5
0
0

番

目
然
に
囲
ま
れ



一 一

あなたも

力/ こなれます
12月3日～9日は｢障害者週間｣です

障

害
を

自

分

の

こ
と

と

し

て

考

え

ま
し

ょ
う

年
齢
と
と
も
に
体
の
機
能
が
低
下

す
れ
ば
、
だ
れ
も
が
何
ら
か
の
介
助

を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
若
く
て

も
、
事
故
な
ど
で
不
便
な
生
活
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
常
に
「
障
害
」
と
隣
―
合
わ

せ
に
生
き
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
障
害
を
自
分
の
こ

と
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
、
共
に
生

き
る
社
会
を
つ
く
る
第
一
歩
で
す
。

障

害

者

週

間

記

念

事

業

を

開

催

し

ま

す

障
害

者
の
自

立

、
社
会

参
加

へ

の

意

欲
、
市

民

の
障
害

者
問

題
に
対

す

る
理
解

と
認
識

を

Ｉ
層

咼
め

る
た
め
、

福

祉
作
業
所
等

十
三
団

体

が
参
加
し

、

広

報
活

動
を
行

い
ま

す

。

1
2月

５
日

金
～
７

日
襾

―

則
1
0時

～

午
後

３
時

会
場
伊

勢
丹

松
戸

店

前

広
場
　

内
容

各
種

稲
祉
サ

ー
ビ
ス

体
系
等

の
Ｐ

Ｒ
、
市
内

施

設

の
紹
介

や
作
品

展
示

・
販

売
、

バ

ザ
ー

醫

し

あ

わ
せ

課
給

付

係

階段で車いすの上り下りを手

伝うときは周囲の人にも呼び

掛けましょう

抱
月
９
日
の
「
障
害
者
の
日
」

は
、
国
際
連
合

に
よ
り

「
障
害

者
の

権
利
宣
言
」
が
採

択
（
昭
和

五
十
年
）
さ
れ
た
こ

と
を
記
念

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

高齢者ヽ齟害者忙

住宅増改鵺聯図資金峻詒貸しし在寸

種 類 貸付限度額 利率 返　済

居 室 整 備 240 万円

年

1.5

％

６ヵ月据え

置き後10年

以内に返済

浴 室 整 備 130 万円

トイレ 整 備 110 万円

その他の整備 100 万円

※複数の貸し付けの限度額は300 万円

対象おおむね60 歳以上で日常生活に介朏

が必要な高齢者，身体障害者・療育手帳を

交付されている人（または扶養義務者）

資格次のすぺてに該当する人①住民登録ま

たは外国人登録され，市内に2年以上住ん

でいる②高齢者（障害者）の利便のため住

宅を増改築する③増改築する住宅が建築基

準法に違反していない④前年の総所得が

720 万円以下⑤連帯保証人が一人いる　必

要書類工事計画書・工事見積書・所得を証

明する書類および市税の納税証明書・連帯

保証人の所得を証明する書類など

圜高齢者＝ながいき課，障害者＝援護課

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
協
議
会
の

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す

松
戸
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
が
企

画
・
実
施
し
た
「
9
7見
つ
け
よ
う
松
戸

’ｍ
コ
ス
モ
ス
」

みんなで、 まちづくり 活動支援のあり 方を 考え よう

①公募メンバー募集

聯松戸 市都市整備公社では 、まちづ＜リ活動をする

市民に対し て 、どのように支援し ていくこ とができる

かを考える「まちづくリ活動支援協議会」を設置し ます。

期間12 月 から平成10 年3 月 まで （検討成果のとりま

と めまで 、全う口 程度）　 時間原 則土曜 日の約3 眄 間

対象現在まちづく リ活動を行っている個人または 、団

体　 定員若干名 （応募者多数の場合は活動実績により

決定）

※謝礼はあり ません（交通費は実費支給）。

②「みんなで､ 対話しようフォーラム」（全4 回を予定）

の参加者を募集

第1 ［O］開催12 月20 日比　 会場京葉ガスＦ松戸ビ ル3

階 会議室　 費用無料

惠 ①②とも12 月10 日 ㈲ までに 、電話で勍松戸市都市

整備公社内松戸 まちづく リ交流室S366-6113 番へ

※「松戸まちづ＜リ連絡協議会」 は市民 ・市・企業が

協働でまちづ＜リを推進し てい ます。

１胞月10 日 劭～1 月 フ日 吩

汗 宗 年

期日…平成10年1月拓日蝎

会場…森のホール21

受付…午前9時30 分から

対象…昭和52 年4月２日～

53年4月１日生まれの市民

案内状は届きま
したか

平成10年松戸市成人式

－おめでとう20歳一

模

擬
店
や

会

場
案
内

を
行
う

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す

。

手
伝

つ
て

み
よ

う
と

思

う
人
は

社
会

教

育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

催し 物 時 間 内 容 会 場

式 典 午前Ｍ時～11時30 分
場 内インタビュ ー、

成人の意見発表等
大ホール

Ｉメッセージ

ステージ

午前月時15 分～

午後O時30 分

かつでの先生方から

のお祝いメッセージ

等

小ホール

わいわい

交流会

午前11  @30 分～

午後1時30 分

模擬店・写真コーナ

ー等

レセプショ

ンホール

「
つ
け

た
火

は
　

ち

ゃ

ん
と
消

す
ま

で

あ

な
た
の
火

」

を
合
一呂
葉
に

、
年
末

年

始

火

災
特
別

警
戒
を

実
施

し
ま

す
。

空
気

が

乾
燥

し
、
火

災

が
起
こ

り

や
す

い
季

節

で

す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分

注
意
し

て
く

だ
さ

い
。

《
火

の

用

心
６

つ

の

ポ
イ

ン
ト

》

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ

の
投
げ
捨
て
を
し
な

い
。
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ

チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊

ば
せ
な
い
。

風

の
強

い
と
き

は
、
た
き
火

を
し

な

い
。

揚

げ
物

を
す

る
と

き
は

、
そ

の
場
を

離

れ
な

い
。

※会場の駐車場は限られており、付近の道路は混雑が予想さ

れます。新京成線八柱駅南口から送迎バスを運行しますの

で、ご利用＜ださい。

麺社会教育課社会教育係容366-ﾜ462 番

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を

近
づ
け
な
い
。

昨年の市内火災発生は158 件で、そのうち

12月は25件(月平均の約2倍)ありました

放

火

お
よ

び
放
火

の
疑

い
に

よ

る
火

災

が
増
え

て

い
ま

す

。
放

火

さ

れ

な

い

環

境

作

り

を
心

掛

け
ま

し

建

物

の
周

り

に
、
燃

え

や
す

い
物

を
置

い
て

い

な

い
か
。

物

置

や
車

庫

な
ど
は
、
か

ぎ
を
掛
け

て

い
る
か
。

家

の
周

り

の
点

検

、

指

さ
し

防

火

で

火

災

Ｏ

（
ゼ

口
）。

圜
消
防
昜
警
防
課
登
3
6
3
・
1
1
1
1
内
線

２
５
５
番

福 祉
ファイル
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健

康

課

で

は

、

寝

た

き

り

な

ど

で

在

宅

療

養

し

て

い

る

人

や

家

族

に

、

安

心

し

て

療

養

生

活

を
送

っ
て

い
た

だ

く

た

め

に

次

の
よ

う

な

事

業

を

行

っ
て

い
ま

す

。

①

訪

問

指

導

サ

ー

ビ

ス

在

宅

で
療

養

し

て

い

る
人

、

ま

た

は
痴

呆

の
あ

る
人

に

保

健

婦

が
家

庭

を

訪

問

し

、

食

事

や
生

活

な

ど

の
療

養

や

お

世

話

の
什

方

な

ど
、

本

人

や

家

族

へ

の
指

導

を

行

い
ま

す

。

②

訪

問

健

康

診

査

寝

た

き
り

で

か
か

り

つ
け

医

が

い

な

い
た

め
、

長

い
閭

医

師

の
診

察

を

受

け

て

い
な

い
人

に

、
市

の

嘱

託

医

と

保

健

婦

が
家

庭
を

訪

問
し

、

健
康

診
香

を
行

い
ま

す

。

内

容
問

診
、
酊

砿

迎
疋
、
検

尿
（
糖

・

蛋

白

・
潜

血

）
、

血

液

検

査

（

肝

機

能
・
コ

レ

ス
テ

ロ

ー
ル
・
貧

血

・
血
糖

等

）
、

診

察

③

在

宅

歯

科

診

療

寝

た

き
り

状

態

に

あ

り

、

歯

科
医

院

に
通

院

で

き

な

い

人

を
対

象

に
行

い
ま

す

。

虫

歯
や
入

れ
歯
が
合
わ
な

い
な
ど

の
た

め
に
、
食

べ
物

が
噛
め

な

い
、

ま
た
は
食
事

が
取

れ
な

い
な
ど
の
問

題
が
あ
る
高
齢
者
（
お
お
む
ね
六
十

五
歳

以

上

の
在

宅

で
治

療
可

能

な

人
）
に
歯
科
医
師
が
往
診
し
、
義
歯

の
調

整
、
歯
の
治
療
を
行
い
ま
す
。

料
金

保
険
等
の
扱

い
に
よ
り

受
診

者
負
担
に
な
り
ま
す
。
老
人
医
療
受

給
者
証
も
使
え

ま
す
。

④
集

団

機

能
訓

練

（
集

団
リ

ハ

ビ

リ
教

室
）

脳

芋
甲
後
遺
症
な
ど
で
、
身

体
に

機
能
障
害
の
あ
る
人

に
、
体

操
や
作

業
、
ゲ

ー
ム
を
通
じ
て
身
体
機
能

の

低
下
を
予

防
し
、
参
加

者
同
志

が
交

健康相談・介護

相談についての

ご案内　　ジ
に

”

か

ｂ

・
’
ｙ

ご

べ

｀
‐ １
’か

。
、

圃健康課

流
を
持
ち
な

が
ら
、
積
極
的

に
生
活

す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
巾
央
保

健
セ
ン
タ
ー
、
小

笙
保
健

セ
ン

タ
ー
、

常
盤
平

市
民
セ
ン
タ

ー
で
集
団
機
能

訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。

⑤
訪

問
リ

ハ

ビ

リ

脳

个

甲
後
遺
症
等
で
在
宅
で
寝
た

き
り

状
態
に
あ
る
人
や
家
族
に
対
し

て
、
理
学
療
法

十
と
保
健
婦

が
家

庭

を
訪
問
し
、
家
庭
で
で
き
る
運
動

の

指
導
や

ペ
ッ
ト
か
ら
車

い
す

へ
の
移

動
、
入
浴

の
仕
方
な
ど
の
日
常
生
活

の
援
助
や
介
護
の
方
法
等
に

つ
い
て

の
支
援
を
行

い
ま
す
。

⑥
訪

問

看
護

ス

テ

ー

シ

ョ
ン

病
気
や
負
傷

等
の
た
め
在
宅
で
療

養
し
、
主
治
医

が
訪
四

有
護

の
必
要

性
を
認
め
た
人
に
、
看
護
婦

が
定
期

的
に
訪
問
し
て
、
病
状
の
観

祭
や
床

ず
れ
の
予
防
と
手
当

て
な
ど

の
お
世

話
や
家
族
へ

の
介
護

の
相
談

な
ど
在

宅
療
養
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

料
金

老
人
医

療
受

給
軒
は
一
回
二

百
五
十
円
、
そ

れ
以
外

の
人

は
各

り

の
医
療
保
険
制
皮

の
負
担
割

合

二

上

二
割
）
に
応
じ
た
額
。

※
①

②

①

⑤

は
無

料
で
す
。

問い合わせ先

中央保ｲ建センターQ366 ゴア萌9 番

小金ｲ呆ｲ建センター登ぶらり5601 番

常盤平方面刪懿 昔凉 う 留 番

常盤平方面保健室亢奚分室

昔趾･ ‥2兜 番

訪問看護ステーション

ZS366-7488 番
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楽しい多彩な行事を計画しています。対象者に通知を発送

しました。まだ届かない人は、お問い合わせください。



広報まつど1997年(平成9年)12月５日

利 用 案 内

タウンスクール根木内に
がオープ ンし まし た

タ
ウ
ン
ス
ク
ー
ル
根
木
内
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
学
習
活
動
等
を
支
援

す
る
た
め
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
り

生
じ
た
根
木
内
小
学
校
の
余
裕
教
室

を
、
有
効
活
用
し
た
も
の
で
す
。

貸
出
教
室
は
五
室
で
、
今
回
は
そ

の
内
の
一
室
を
和
室
（
十
八
畳
敷
）

に
改
造
し
ま
し
た
の
で
、
お
茶
、
お

花
、
着
付
け
、
作
法
教
室
、
町
会
・

老
人
会
等
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
に
も

使
え
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。

腮
矢

切
公

民
館

昔
3
6
8
・
1
2
1
4

番

（
月
曜
休
館

）

★貸出教室　5 室（内１室は和室）

★利用期間　年末年始を除＜毎日

★利用時間　午前9 時～午後5時

★ 使 用 料　無料

★利用できない催し

①カラオケ・ダンス 一合唱・楽器演奏など、学校の授業

の妨げとなるもの

②宗教活動・政治活動・営利行為・塾的傾向（受講料を徴

収して運営する学習塾など のもの

③入場料を徴収する講演会・映画会など

匝刑用したい日の3ヵ月前の日から、電話でタウンスクー

ル根木内君341-5115番へ

茶道から学ぶ礼儀作法（第II期成人講座）より
タウンスクール根木内の案内図

楽しく学ぼう

大Ⅲ期

成人講座
水墨絵で国際文化交流（第II期成人講座）より

北小金駅から徒歩25 分

JR 北小金駅南口から新京成バス小金原団

地循環行きまたはバス案内所行きで｢ 御堂

の上｣または｢表門｣下車徒歩3 分

JR 新八柱駅･ 新京成線八柱駅南口、新京成

線常盤平駅北口から新京成バス小金原団地

循環行きまたはバス案内所行きで｢ バス案

内所｣ 下車徒歩5 分

講 座 名 日 程 時 間 会 場 講 師 定員 費用

初歩のデッサン・

淡彩画講座　　☆

1/16 ～3/20 の毎週金曜日

(全10 回)
午後1時30 分～4 時

タウンスクール

根木内

元高校美術教師

小倉健輔氏
25 人

無

料

古記録にみる

江戸時代の暮らし

1/17 、31 、2/7 、21 ，

3/7 、14の土曜日
午前10 時～正午

タウンスクール

根木内

千葉県特殊教育センター所長

渡邉和夫氏
30 人

日本の心の歌 1/22 、2/26 の木曜日 午後2 時～4時30 分 市民劇場
オペラ作曲家

仙道作三氏
300 人

松戸市の防災対策 1/30 、2/6 、13 の金曜日 午後2 時～4 畤
市防災対策室

会議室
市防災対策室職員ほか 30 人

インドネシアの民俗学 2/6 、13 、20 の金曜日
午後ら時30 分

～8 時30 分

女性センター

ゆうまつど
千葉大学留学生ほか 30 人

松戸の元気人
2/7 、14 、21 、3/7 、14

の土曜日
午後2 時～4 畤 市民会館

スポーツニッポン事業局次長

大隅潔氏ほか
60人

読み・書き学級（識字学級）受講生と相談の上、日程を決定し ます 社会教育指導員 若干名

B2､B4鉛筆、F6スケッチブック､練消しゴム12色水彩絵の具を持参してください。

対象市内在住 一在勤または在学の16 歳

以上の人

圃12月12日窗〔必着〕までに往復ハガキ

に希望科目･ 住所･ 氏名(ふりがな)･性別一

年齢･ 電話番号・返信用あて名を記入し

て､〒271 松戸市上矢切299 の1 松戸市総

合福祉会館内矢切公民館成人講座係へ

※往復ハガキ1枚につき1講座(本人のみ)

記入してください(往復ハガキを持参

しての窓口申し込みも可、定員を超え

た科目は抽選､複数科目の申し込み可)。

※｢日本の心の歌｣のみ電話受付となりま

す。

※定員に満たない講座については12 月評

日伽から電話で受け付けます。

[懶矢切公民館B368 ―1214 番(月曜休館)

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

虫

歯

が
細
菌

に
よ

っ
て

発
生

す

る

こ
と

は

、
現
在
で

は
常

識
に

な
っ
て

い
ま

す

が
、
今
回

は
細

菌
を

は
じ

め

と
し
て
虫
歯
の
原
因
に
な
る
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す

代

表

的
な
虫
歯

菌
と

し
て

は
ミ

ュ

ー
タ
ン

ス
菌

が
よ
く
知

ら
れ
て

い
ま

す

。
ど
こ

か
で
こ

の
名

前
を
耳

に
し

た
人

も

多

い
で
し

ょ
う

。
ミ
ュ

ー
タ

ン

ス
菌

は
、
強
力

な
酸

産
生
能

と

歯

面

へ
の
付

着
性

を
持

つ
細
菌
で

、
自

分
で

水

に
溶
け

な

い
物
質

（
水

不

溶

性

グ
ル

カ
ン
）

を
作

る
こ
と

に
よ

っ

て

、

プ
ラ

ー
ク

（
歯

垢
）

か
ら

の
酸

の
拡
散

を
防
止
し

て

歯
面

に
停
滞

す

る
性
質

が
あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

、

う

が

い
な
ど
で

洗

い
流
す
こ

と
は
不

可

能
で

、
ど
う

し
て

も
プ

ラ
ー

ク
を

機

械
的

に
か

き
と

る
必
要

が
あ
り
ま

す

。次
に

重
要

な
細
菌

が
ラ

ク
ト

バ
シ

ラ
ス

（
乳
酸

菌
）
で

す
。
こ

の
細

菌

は
歯
面
に
く
っ
つ
く
性
質
は
低
い
の

で

す

が
、
で

き
始
め

た
虫
歯

や
、

つ

め
も

の
な
ど

の
わ
ず

か
な
す

き
間

に

停

滞
し

て
虫

歯
を
進
行

さ
せ

ま
す

。

こ

の
よ
う

な
細
菌

が
食

べ
物
に

含

ま

れ

る
糖
や

デ
ン

プ
ン
を
養
分

に

し

て

飲
食

の
た

び
に
囗

の
中

に
は
酸

が

作

ら

れ
て

い
き
ま
す

。
通
常

は

だ
液

の
緩
衝

作
用

に
よ

っ
て
数

十
分
後

に

は
元

に
戻

り
ま

す

が
、
食

べ
物

が
囗

の
中

に
停
滞
し

て

い
る
と

、

い
つ
ま

で
も
酸
性
状
態
が
続
き
、
虫
歯
が
発

生
す

る
危
険

が
高
く

な
り
ま

す

。

虫
歯

予
防

の
た

め
に
は

、
飲
食

の

回

数

や
食

べ
方
（
だ
ら

だ
ら
食

べ
等

）

に
注
意

す
る
こ

と

が
必
要

で
す

。
ま

た
、

デ
ン

プ
ン
は

囗
に
中

に
停

滞
す

る
時
問

が
長

い
た

め
、
砂

糖

が
含

ま

れ
て
い
な
い
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
等
は
、

む
し

ろ
虫

歯
を

つ
く
り

や
す

い
と

も

い
わ
れ
て

い
ま

す
。
ま

た
、
先

程

の

だ
液

の
緩

衝
作
用

も
虫

歯

の
発

生
に

重
要
な
要
因

の
一
つ
で
す

。

一
時
的

に
酸

性
の
環

境
に

さ
ら

さ

れ

た
歯
は

、
そ

の
時
点

で
表
面

に

ご

く
わ
ず
か

な
脱
灰
（
カ
ル
シ
ウ
ム
分

か

溶

け
て
し

ま
う
こ

と
）

が
起

こ
り
ま

す

。
し
か

し
、

そ
の
後

に
唾

液
に
含

ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が
再
び
沈
着
し
、

歯

の
表
面

は
元

の
状
態

に
戻

っ
て

い

き

ま
す

。
こ
れ

を
再

石

灰
化

と
言

い

ま

す

が
、
こ

の
作
用

が
強
け

れ

ば
そ

れ

だ
け
虫

歯
に

な
り

に
く

い
と

い
う

こ

と

が
言
え

ま

す
。

つ
ま
り

味
わ

い
よ
く

、

ゆ
っ
た

り

と

し
た
気

持
ち

で
、
良

ぐ
噛

ん
で
食

事
を
す
る
こ
と
は
、
休
の
た
め
だ
け

で

な
く
虫

歯

の
予

防

に
も
非

常
に

大

切

な
こ
と

な

の
で
す

。
ま
た

、
眠

っ

て
い
る
間
は
唾
液
の
分
泌
が
著
し
く

低
下

す
る
た
め

に
、
寝

る
前

の
飲

食

は

歯
に
と

っ
て

大
敵

で
す

。

歯
の
質

そ

の
も
の

に
関
し

て

は
ど

う
で
し
よ
う
か
。

よ
く

、
虫
歯

に
な

る
の

は
カ
ル

シ

ウ
ム

が
足

り

な

い
せ

い
だ
と

い
う

こ

と

が

い
わ
れ
て

い
ま

す

が
、
骨
に

関

し

て
は
と

も

か
く
、

残
念

な

が
ら

歯

の
表
面
で

は
体

に
取

り
入

れ
た

カ
ル

シ
ウ
ム

に
よ

っ
て
、

歯
質

が
強
化

さ

れ
る
こ
と

は
あ

り
ま
せ

ん

。
唯

一
歯

質

を
強
化

す

る
方
法

と
し
て

は
、

フ

ッ
素
を
使
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

さ
ま
ざ
ま

な

フ
ッ
素

入
り

の
歯
磨

ぎ

材

が
市
販

さ

れ
て

い
ま
す

が
、

ポ
イ

ン
ト
は

、
し

っ
か
り

歯
垢

を
取
り

除

い
て
か

ら
、
歯

磨

ぎ
粉
に
含

ま

れ
る

フ
ッ
素

を
な

る

べ
く

長

い
時
間
作

用

さ
せ
る

と

い
う

こ
と

で
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会

４　１

-

そ
の
四
十
八
　
さ
ま
ざ
ま
な
虫
歯
の
発
生
因
子



人件費の状況（普通会計決算）

区 分
住民基本台帳

人口（年度末）
歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ

人件費率

B／Ａ）
(参考)

7年度の人件費率

８年度
(9.3ぶ ）

454,715 人

千円

106,048,392

千円

2,241,609

千円

29,245,312
27.6％

‥ 一一

26.4％

人件費には、給料、報酬、諸手当、共済費等が含まれます。

一般職員給与費の状況（普通会計当初予算）

この「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手

当、時間外勤務手当等が含まれ、児童手当、退職手当を除いたものです。
職員１人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高くなります。松戸市は、他

市に比べ少ない職員数で市の仕事を遂行しています。

一 般 行 政 職

348,722円 41 歳6月

技 能 労 務 職

296,166 円

一 一 …

市民の皆さんに松戸市の一般職および

特別職の給与等について理解していただ

くため、その概要をお知らせします。

圃人事課給与係

区 分 松 戸 市 国

期末手当

勤勉手当

（
８年度支給割合）

期末手当　　 勤勉手当

6月期　　　　1.6月
分　　　0.6月分

12 月期　　　　1,9月分　　　0.6月分

3月期　　　　0.5月
分　　　一 月分

計　　　　　4.0月分　　　1.2月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置‥･有

(
８年度支給割合)

期末手当　　 勤勉手当
6月期　　　　1.6月分　　　0.6月分

12月期　　　　1.9月分　　　0.6月分
3月期　　　　0.5月分　　　一月分
計　　　　　4.0月分　　　1.2月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

退職手当

支給率べ９年度）自己都合　　 勧奨・定年
勤続20年　　　21.0 月分　　34.65 月分

勤続25年　　33.75 月分　　44.55 月分
勤続35年　　　47.5月分　　62.7月分
最高限度額　　60.0月分　　62.7月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2％～20 ％加算）
退職時特別昇給

勤続20年以上　１号俸または２号俸
１人当たり平均支給額（８年度）
自己都合　　 勧奨 一定年
3,060千円　　20,216千円

支給率（９年度）自己都合　　 勧奨・定年
勤続20年　　　21.0月分　　28.875月分
勤続25年　　33.ﾜ5 月分　　44.55 月分
勤続35年　　　47.5月分　　62.7　月分
最高限度額　　60.0月分　　62.7　月分
そのｲ也の加算措置
定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）

退職時特別昇給　１号奉

46歳6月

一一 一一一 一

平均給料

一般行政職とは、税務職、医療職、消防職、教育職、企業職、技能労務職等を除いた職員｡をい
います。
技能労務職とは、自動車運転手、守衛、業務員、用務員、給食調理員等をいいます。

区 分
松 戸 市 国

初任給 採用2年経過日の給料額 初任給　　 ｜採用２年経過日の給料額

一般行政職
大学卒 184,800 円 198,700円

Ｉ種181,400円 198,700円

１種171,000 円I 184,800 円

高校卒 148,900円 164,300 円 139,300 円 148,900 円

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 268,627円 329,017円 369,349 円

高校卒 229,000 円 296,603 円 329,200 円

技能労務職 208,669 円 236,648 円 25ﾜ,942 円

経験年数とは、学校卒業後直ちに市に採用され引き続き勤務している場合には採用後の年数をい
い、採用前に職歴等のある場合には、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数をいいます。

一般行政職の級別職員数の状況（平成９年４月１日現在）

｀` ………　 級

区分 ぺ 卜ヽ

一一一-
９級 ８級 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な
職務内容

局長
部長

部長
次長

課長 補佐
主幹
係長

係長 主任主事
主事
技師

事務員

技術員

職員数 17人 31人 161人 140人 385 人 467人 415人 377人 47人 2,040人

構成比 0.8％ 1.596 7.9％ 6.996 18.996 22.996 20.396 18.596 2.3％ 100 ％

参
考

談 ） 0.8％ 1.496 7.3％

一一一一一一

6.496

一 一　 一一一

5.1％

3.7％

18.096

13.396

23.196 21.8% 21.9% 0.6％ mO ％

5年前の
構成比 0.1% 1.3％

16.O％ 28.996 25.1％ 5.2％ 100 ％

給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

標準的な 職務内 容とは 、そ れぞれの 級に該当 する 代表的な 職名 です。

昇給期間短縮の状況

区 分 八　　 Ξ合計 一般行政職 技能労務職

527人

８年度

職員数　　　　　　　（Ａ） 2,550人 2,023人

普通昇給期間（12～24月

）を短縮して昇給した職員数

85 人 24人 61人

比 率　　　　　　 （Ｂ）几Ａ） 3.396 1.296 11.696

７年度

職 員 数　　　　　　　（Ａ） 2,575人 2,048人 527人

普通昇給期間（12～24月）を短縮

して昇給した職員数

65人 38人 27人

比 率　　　　　　　旧 址气Ａ） 2.596 1.9％ 5.1％

職員手当の状況（平成９年４月１日現在）
-一一一一

区 分 松 戸 市 国

扶養
手当
配偶者　　　　　　　　　　・　　16,000円

配偶者以外の扶養親族のうち２人　　5,500円

配偶者なしの扶養親族のうち１人　　11,000円

その他の扶養親族　　　　　　　　2,000 円

16歳～22歳の1人につき加算する額　　3,000円

配偶者　　　　　　　　　　　　16,COO円
配偶者以外の扶養親族のうち２人　　5,500 円

配偶者なしの扶養親族のうち１人　　11,000円

その他の扶養親族　　　　　　　2,COO円

16歳～22歳の１人につき加算する額　　3,000円

住居
手当
借家・借間居住者
(家賃8,500円を超える場合に限る

家賃の額に応じて27,000円を限度に支給

持家居住者　　　　　　9,400円

その他の者　　　　　　2,100円

借家・借問居住者
Ｉ　（家賃12,000円を超える場合に限る）
家賃の額に応じて27,000円を限度に支給

持家居住者
新築・購入後５年間　　2,500 円

その他の者　　　　　　1,000円

通勤
手当 電車りバススを利用する場合

定期代等45,000円までは全額支給、それを超える

紛ま半額支給（5,000を限度

乗用車等を利用する場合

電車・バスを利用する者と同等支給

電車・バスを利用する場合

定期代等45,000円までは全額支給，それを超える

部分は半額支給(5.000 円を限度)

乗用車等を利用する場合

使用距離等に応じて2,000 円～20,900円を支給

区 分 報 酬 等 月 額 期 末 手 当

市 長

助 役

収入役

1,050,000円

860,000 円以内

760,000円以内

(8年度支給割合)

6月期　2.2月分

議 長

副議長

議 員

720,000円

660,000 円

590,000 円

12月期　2.5月分

3月期　0.5月分

計　　5.2月分

， 定員の状況（平成９年４月１日現在）

● 部門別職員数の状況

区 分 職 員 数 対 前 年 増 減 数

部 門 平成７年 平成８年 平成９年 平成７年 平成８年 平成９年

一般行
政部門

議 翕 22 22 22 ０ ０ ０

総務企画 499 引２ 514 十16 十13 十 ２

税務 156 155 159 0 △　 ｜ ＋ 乙↓

民 生 708 712 729 +41 十 ４ 十1７

衛 生 394 376 376 △40 △1

8

０

労 働 - - - - - -

農林水産 18 19 19 ０ 十　１ 0

商　　 Ｔ 23 24 24 ∧　3 ＋　１ ０

土 木 352 340 339 △　１ △12 △　１

小　 計 2,17

2

2,160 2,182 +13 Ｉ　△ １２ 十22

特別行政

部門

教育 667 660 665 △　１ △　７ ＋ ５

消 防 481 511 510 △　４ ＋30 △　１

小　 計 1,148 1,171 1,1

75

△ ５ ＋23 十 ４

普 通 会 計　 計 3,320 3,331 3,357 ＋ ８ ＋11 十26

公

会営
計企
部業
門 等

病院
909
914

954 +35 十 ５ 十40
水道 38 36 30 キ １ △　 ？ △　６
下水道 116 109 107 ０ △　７ △ ２
そ の 他 64 60 59 △ ３ △　４ △　１

小 計 1,127 1,119 1,150 +33 ， △　８ +31

合計 4,447 ・　4.450 4,507 十41 十 ３ 十57

職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含
み、臨時または非常勤職員を除いています(教育職員の人数には、教育長が含まれています長

職員数の増減状況

部 門 増員数 減員数 差 引 主 な 増 減 理 由

一
般
行
政
部
門

議会 ｎ ∩ ∩

支 所機能充 実 、民 間委託等

滞 納整理強化

介護サービスの充実、障害福祉センターの開設準備等

母子保健法の改正］清掃工場の建設終了

総務企画
Ｗ
Ｒ

W

∠1 ょ　９
税務

４ ０ 十　４
民政 22 ５ 十 万
衛生 ４ ４ ０

労 働 - - -

農林水産 ０ ０ ０
商工 ０ ０ ０

土 木 ３ ∠1 △　１ 耐震診断の強化、民間委託等

特別
行政
部門

教育 ７ ２ 十　５ 成人教育の充実等
消 防 ０ １ △ １ 欠員不補充

公営
企業
等会
計部
門

病院 40 ０ ＋40 東松戸病院の増床等
水道 ０ ６ △ ６ 民間委託

下 水 道 ０ ２ △ ２ 建設業務の見直し
そ の 他 Ｏ ｉ １ △ １ 国民健康保険収納業務の見直し

一 一一 一 一
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職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成９年４月１日現在）

区 分 職員数Ａ

給 与 費 １人当たり

給与費

(Ｂ／Ａ)

職員１人当たりの住民数

給 料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ 松戸市 県内市分平均

9年度
(9.4.1)

3,355人

千円

13,706,557

千円

4,351,418

千 円

7,137,266，　1

千円

25,195,241

千円

7,509
135.5人 117.7人

平均年齢 平均給料 平均年齢

職員の初任給の状況（平成９年４月１日現在）

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成９年４月１日現在）

特別職の報酬等の状況（平成９年11 月１日現在）

自己都合退職の最高限度額については，45年間勤続した率です。

調整手当

（９年４月

１日現在）

支給対象地域 全 地 域

支給率 10％

支給対象職員数 3,342人

国の制度（支給率）
一一　－

3 ％

支給対象職員１人当たり平均支給年額（８年度決算） 407,808円

特殊勤務手当

（８年度）

区 分 全職種
職員全体に占める手当支給職員の割合 46.1％

支給対象職員１人当たり
手当の種類（手当数

平均支給年額 62.281円
28 種類

代表的な手当の名称

支給総額の多い手当
技術研究調査手当、特殊現場勤
務手当、保育手当、し尿・ゴミ
等収集処理手当、税務手当

多＜の職員に支給さ

れている手当

特殊現場勤務手当、保育手
当、危険作業手当、税務手
当、技術研究調査手当

時間外勤務手当

８年度
支 給 総 額 1,015,325千円

職員１人当たり支給年額 363 千円

７年度
支 給 総 額 999,406 千円

...＿__
職員 １人当 たり支給 年額

－　 －　一一一
353 千 円

松戸市の職員給与等を公表
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情報

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111 番

代表ＦＡＸは……363-3200 番

(松戸市の市外局番は047 番です)

催

し

物

健

康

カ
ラ

オ
ケ

コ

ン

テ

ス

ト
決

勝

大

会

1
2
月
1
3
日
由
午
後
６
時
～
９
時

会
場
市
民
劇
場
費
用
入
場
無
料

圃
健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨
永
昔

3
4
1
・
3
6
2
3

番

松

戸

市

民

吹

奏

楽
団

定

期

演

奏

会

1
2
月
７
日
襾
午
後
２
時
～
４
時

会
場
市
民
会
館
　
眥
費
用
無
料

問
松

戸
市

民
吹

奏
楽
団

・
渡
利

容
3
6
8

・
2
5
3
6

番

（
夜

間

の
み

）

労

災

職

業

病

な

ん

で

も

相

談

会

１９一
月
2
0
日

出
午
後
１

時
～
４

時

会

場
船
橋
中

央
公

民
館

（
容
０

４
７

４
・
3
4
・
5
5
5
1
番
）
　
相
談
員

弁

護
士

・
社
会

保
険
労

務
士

・
医
療

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
ほ
か
　
費
用
無
料

※
予
約
不

要

鬩
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
容
0
4
3
・
2
2
5

・
4
5
6
7

番

や

わ

ら

木

苑

大

バ

ザ

ー

1
2月

７
日

㈱
午
前

１１
一
時

～
午

後
３

時
会
場
金
ケ
作
自
治
会
館
内
容

雑
貨
・
衣
類
・
書
籍
・
食
器
ほ
か

※
バ

ザ

ー
用
品

の
提

供
大

歓
迎

腮

や

わ
ら
木

苑

昔
誣

・
0
2
1
3

番

と

も

し

び

読

書
会

1
2月
!
8日
米
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト
藤
原
正
彦
著
「
遙
か
な
る

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
」
　
費
用

二
百
円

圉
電
話
で
武
田

昔
０
４
７
１
・
5
8・

・ａ
Ｏ
［
ａ
４
番
へ

ラ
ー
ラ
・
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

「
ウ

イ

ン

タ

ー
コ

ン

サ

ー
ト
9
7
」

1
2月
2
1日
収
午
後
２
時
開
演
　
会

場
市
川
市
文
化
会
館
（
J
R
総
武
線
本

八
幡
駅
南
口
か
ら
徒
歩
十
分
）
　
内

容
映
画
音
楽
特
集
ほ
か
費
用
無
料

問
根
本

容
知
・
4
7
2
7

番

松

戸

こ

ど

も

か

る

た

大

会

１
月
1
1
日
雇
午
後
1
0
時
～
午
後
３

時

会
場

森
の
ホ

ー
ル
2
1
レ
セ

プ
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
　
費
用
三
百
円

※
当
日

受
付

は
し

ま
せ

ん
。

圃
1
2
月
2
5
日

困
ま

で

に
、
所

定

の
申

込
用

紙

（
こ

ど

も
課
に

あ
り

）
で
こ

ど
も
課

へ

醫

松

戸

カ
ル

タ
協
会

・
ｍ
…
中

昔
3
6
2
・

2
7
8
5

番

障

害

者
児

と

と

も

に

楽
し

む

ク

リ

ス

マ
ス

会

1
2月
2
3日
㈲
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0
分
会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
五
百
円
（
ケ
ー
キ
・
飲
み
物
代

等
）
障
害
児
は
無
料

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
し
ま
す
。
一

人
三
百
円
程
度
の
品
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問
障
害
者
問
題
研
究
会
松
戸
サ
ー
ク

ル
・
近
藤
昔
3
8
7
・
1
6
6
7

番

社

会

福

祉

施

設

等

合

同

求

人

説

明

会1
2月
1
3
日
出

午
後
Ｏ

時
3
0
分
～
３

時
3
0分

会

場
幕
張

メ
ッ
セ
国

際
会

議
場
二
階
国
際
会
議
室
　
対
象
社
会

福

祉
施
設

等
へ

就
職

を
希
望

す

る
人

内
容
各
施
設
の
職
員
に
よ
る
個
別
面

談
費
用
無
料

用

直

接

会
場
で

鬪
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
・
昔
帽

・

誚
・
ｌ
ｎ
乙
Ｑ
″４

番

日 時　　｜ 会 場 プログラム

12/1(頤　　　　 ｜
午後3時O分～峭｜

図書館本館 絵本ほか

17團

午後3時～3 時40 分
小金分館

アニメーション

人形劇

24㈲

午後3時～3 時40 分

｜
図書館本館 絵本ほか

図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

対象3～9歳 費用無料 でんわおはなしキャラバン公3刀-C)000番

鬩市立図書館≪365-5115番

星
を
見
る
会

1
2
月
2
0
日
出
①
星
空
コ
ン
サ
ー
ト

「

ク
リ

ス

マ
ス
ソ

ン

グ
特

集
」
Ｉ
午
後

５
時
3
0
分
～
６
時
2
0
分
瓷
観
望
会
「

木
星

・
土
星

等

を
望
遠

鏡
で

観
望
」

＝
午

後
７

時
～
８

時
3
0
分

（
雨
天

・

曇
天

時

は
ド

ー
ム
内

で

の
星

空
解

説

の
み

）
　

会

場
市
民
会

館

プ
ラ
ネ

タ

リ
ウ
ム
室
と
屋
上
　
定
員
出
前
と
も

各
先
着
八
十
人
　
費
用
無
料

圉

電
話
で

市
民

会
館

プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム
室

昔
3
6
8
・
1
2
3
7

番
へ

よ

こ

す

か

ウ

イ
ン

ド
ア

ン

サ
ン

ブ
ル
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

1
2月
1
4日
面
午
後
２
時
～
４
時
3
0

分

会
場
市
民
会
館

内
容
ぐ
る
み

割
り
人
形
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
特

集
「
ペ
ニ
ー
・
グ
ッ
ド
マ
ン
・
メ
ド

レ
ー
」
ほ
か
　
費
用
無
料

※
共
演
県
立
小
金
高
校
吹
奏
楽
部

醋
よ
こ
す
か
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
渋
谷

容
3
6
8
・
1
4
5
4

番
（
夜

間
の
み
）

再

生

自

転

車
を

即

売

1
2月
1
4日
㈲
～
1
6日
天
、
午
前
８

時
3
0分
～
午
後
３
時

会

場
生
き
が

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
左
図
参
照
）

販

売
台
数
四
十
台
（
売
り
切
れ
次
第
終

了
）
　
価
格
七
千
円
～
一
万
一
千
円

交
通
五
香
駅
束
口
か
ら
新
京
成
バ
ス

「
小
新
山
」
行
き
、
ま
た
は
「
柏
陵

高
校
」
行
き
で
、
新
栄
町
入
口
下
車

茴
昶
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

１

昔
3
8
4
・
Ｑ
り
１
０
り１
番

ご

は

ん

大

好

き

健

康

家

族

県

民

の

集

い

１

月
2
8日

水
午

後

Ｏ
時
5
0
分

か
ら

命
場

千

葉
県

文
化
会

館
大

ホ

ー
ル

内

容
ト

ー
ク
シ

ョ

ー
・
バ

ラ
エ

テ
ィ

シ
ョ

ー
・
お
米
川

柳

の
発
表

・
お

米

の
プ
レ

ゼ
ン
ト

な

ど
　

出

演
俳

優
・

村
野

武
憲

氏

、
料
理
研

究
家

・
小

林

カ
ツ
代
氏

、
ス

ポ

ー
ツ
ジ

ャ

ー
ナ
リ

ス
ト

・
増

田
明
美

氏

ほ
か

※
お

米

に
ま

つ
わ

る
川

柳

、
ア
イ

デ

ィ

ア

お
に

ぎ
り
も
同

時
募

集

圃
1
2
月
2
6
日
原
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電

話
番

号

を
記
入

し
て

、
干
2
6
0千

葉
市
中
央
区
市
場
町
一
の
．
県
庁
農

政
課
内

千

葉
県

米
消

費
拡

人
推
進

協

議

会
（

容
鵬
・
2
2
3・
2
8
1
4

番

）
へ

借

地

借
家

の

無
料

相

談

1
2月
1
3日
出
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

米
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

圜
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷
公

叩
3
5
4
8

番

21世紀の森と広場パークセンター催し物

行 事 名
日時

講 師 定員ｌ

みどりの講習会　　　※

｢正月用リース作り｣

12/21 日

午後1時30 分～3Bt30 分

園芸研究家

丸尾三恵子氏

先着

24人

自然観察会

｢冬鳥ウオッチング｣

1/10 出

午前10時～正午

山階鳥類研究所

鶴見みや古氏

先着

30人

園芸教室「庭づくりに役立

つ樹木の知識」

1 /15R

午後1時30 分～3時

みどりの相談員

田口峯男氏

先着

24人

費
用
無
料
（
※
は
材
料
費
千
五
百
円
）

惠

電
話

で

パ
ー
ク

セ
ン

タ
ー

登
3
4
5・

8
9
0
0

番

へ

会
員
募
集

※
都
合

に
よ

り
会

場
等

は
変
更

に

な
る
こ
と

が
あ

り
ま
す

。

新

松

戸
ミ

ラ

ク

ル

ズ

（
イ

ン

デ

ィ

ア

カ

）

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

会
場

新
松
戸
南
小
学
校
体
育
館
　
費

用
月
五
百
円
（
入
会
金
な
し
）

茴
森
谷

登
3
4
2
・
0
9
5
4

番

す

み

れ

会

３

Ｂ
体

操

毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
会
場
（
実
巾
民
セ
ン
タ
ー

象
女
性
費
用
月
二
千
五
百
円
（

会
金
一
．千
五
百
円
）

鬩
菅

昔
3
8
4
・
3
8
0
5

番

松

戸

健

走

会

毎
週

日
曜
日

と
祝

日
午

前
８

時
か

ら
（
４
月
～
1
0
月

は
午

前
７

時
か

ら
）

会

場
運
動

公

園
武
道

館
前

対

象

中

学
生
以
上
　
費
用
年
間
六
千
円
（
入

会

金

な
し
）

茴

中
村

昔
3
6
2
・
3
2
0
4

番

た
ん

ぽ

ぽ
会
（
絵

と
工

作

）

毎
週

①
水
曜
日
②
金
曜
日
各
午
後

３
時
～
６
時
会
場
中
東
部
市
民
セ

ン
タ
ー
⑦
矢
切
公
民
館
　
対
象
四
歳

～
小

学
六
年
生
　

費
用
月

三
千
円

（
教
材
費
を
含
む
・
入
会
金
千
円
）

圜
田
上
公
3
9
1
・
3
7
5
8

番

レ
モ

ン

ス

タ

ー
（
パ

ッ

チ

ワ

ー

ク
）毎
月
第
一
・
三
水
曜
日
午
前
1
0
時

～
正
午

会
場
和
名
ケ
谷
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
費
用
月
二
千
五
百
円
（
材

料
費
別
・
入
会
金
千
円
）

問
佐

藤
公
3
9
1
・
3
4
8
7

番

常

盤
平

女

声

合

唱
団

毎
週
火
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

会

場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

月
三
千
円
（
入
会
金
千
円
）

問
鈴
木

公
捌
・
0
7
4
1

番

松

戸
女

声

合

唱

団

毎
週
火
曜
日
午
前
1
0時
～
午
後
０

時
3
0
分
会
場
市
民
会
館
費
用
月

四
千
円

（
入
会
金
五
百
円
）

※
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
人
歓
迎

鬩
水
沼
昔
3
8
4
・
3
5
7
9
番

リ

ン
リ

ー
ズ
（
混

声

合
唱

）

毎
週
土
曜
日
午
前
1
0時
～
午
後
０

時
3
0分
　

会
場
明

市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
四
千
円
（
入
会
金
な
し
）

鬩
染
谷
昔
3
6
6
・
8
7
1
0

番

歌

の
会

ひ

ぐ

ら

し

毎
月
第

丁

一
．木
曜
日
午
後
１
時

1
5分
～
２
時
4
5分

会
場
サ
ロ
ン
ひ

ぐ
ら
し
（
口
暮
）
　
内
容
正
し

い
発

声
と
日
本
の
歌
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
歌

費
用
月
四
千
円
（
入
会
金
千
円
）

問
荒
井
昔
3
8
9
・
9
9
9
1

番

健

気
会
（
気

功

）
　
　

‘

毎
丹
第

丁

一
ご

三
水
曜
日
午
後

６
時
4
5分
～
８
時
3
0分

会
場
女
性

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど
　
内
容
気
功

体
操
・
呼
吸
法
費
用
月
三
千
円
（
入

会
金
な
し
）

※
見
学
は
随
時
で
き
ま
す
。

黯
秋
山

容
3
8
9
・
8
9
1
9

番

松

戸

太

極

拳

倶

楽
部

（
陳
式

）

毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館
　
費
用
月
二
千
五
百

円
（
入
会
金
千
円
）

鬩
柴
田
公
ｍ
・
7
1
7
4
番
（
夜
間

の
み
）

松

戸

籐

サ

ー
ク

ル
友

の

会

毎
月
第

∵

三
火
曜
日
午
前
1
0時

～
正
午
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
費
用
月
千
円
（
入
会
金
二
千

円
）
固
高
嶋
容
誣
・
8
6
7
6
番

松
戸

ペ
ン

習

字

サ

ー

ク
ル

毎
月
第
ニ

ー
四
水
曜
日
午
後
６
時

3
0分
～
８
時
3
0分

会

場
市
民
会
館

費
用
月
千
五
百
円

（
人
会
金
工

五
百

円
）
問
木
村

登
猖
・
0
1
9
8

番

く

る
み

会

ダ

ン

ス

サ

ー

ク
ル

毎
週
月
曜
日
午
後
４
時
～
６
時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月

三
千
五
百
円

（
入
会
金
千
円
）

騾
広
沢
昔
3
6
6
・
8
7
2
5
番

常

盤
平

踏

友

会
（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象

多
少
経
験
の
あ
る
人
　
費
用
月
二
千

五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

顔
伊
東
容
誣
・
9
7
2
0
番

は

な
・
遊
（
フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

）

毎
月

第
二

金
曜

日
午

後
２

時
～

４

時

会
場
松

飛
台
市

民

セ
ン

タ

ー

費

用
月

三
千
五

百
円
（
入

会
金

な
し

）

鬩
国

井

公
如

・
0
6
6
7

番

6|

12月のおはなしキャラバン

チャンネル
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ス

ポ

ー
ツ

１

月
1
6
日

～

２

月
1
0
日

ま

で

の
毎

週

火

・
金

曜

日

（
全

八

回

）

午

後

２

時

～

４

時

会

場

和

名

ケ

谷

ス

ポ

ー

ツ
セ

ン

タ

ー
　

対

象

成

人
　

定

員

三

十

人

（
抽

選

）
　

費

用

無

料

惠

１９
一
月
1
5
日

丱
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に

住

所

・

氏

名
（

フ

リ

ガ

ナ

）
・

年

齢

・
電

話

番

号

・

泳

力

を

記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
上
本
郷
四

四

三

四

松

戸

運

動

公

園

内

ス

ポ

ー

ツ

課

（

昔
3
6
3・
9
2
4
1

番

）

へ

市

民

ス

キ

ー

大

会

兼

県

民

体

育

大

会

代

表

選

考

会

１
月
1
8
日
襾
　
会
場
メ
イ
プ
ル
ヒ

ル

ス
キ

ー
リ
ソ

ー
ト
（
栃
木
県

）
　
種

日
大
回
転
（
初
心
者
可
）
　
費
用
個
人

戦
二

千
円

、
団
体

戦
（
一
チ

ー
ム
十
人

ま

で
）
五
千

円

圃
1
2
月
2
5
日

本
ま

で
に
、

電
話

で
松

戸
市

ス

キ

ー
連

盟

・
高

橋

容
3
6
2・
1

8
0
0

番

（
日

曜

、
祝

日

を
除
ぐ

午

前
９

時
～

午
後

７
時
）
へ

※
１

月
1
4
日

米
午
後
７

時

か
ら

、
市

民
劇
場

で
選

手
会
（
プ
ロ

グ
ラ

ム
。

ゼ

ッ
ケ
ン

を
配
布

）
を
行

い
ま

す

。

雪

に

親
し

む
会

（
ス

キ

ー
と

樹

氷

と

温

泉
ツ

ア

ー
）

２
月
５
日
内
午
後
1
0時
伊
勢
丹
松

戸
店
前
集
合
、
２
月
８
日
㈲
午
後
９

時
帰
着
予

定
　
行
き
先
山
形
県
蔵
王

ス
キ
ー
場
定
員
先
着
三
十
八
人

費
用
三
万
九
千
八
百
円

（
往
復
バ
ス

代
・
宿
泊
費
・
保
険
料
を
含
む
）

※
そ
の
他
無
料
レ
ッ
ス
ン
、
技
能
テ

ス
ト
あ
り
。

醋
松
戸
市

ス
キ

ー
連
盟

・
高
橋

雲

3
6
2
・
1
8
0
0

番

（
日
曜
、
祝
日
を

除
ぐ
午
前
９
時
～
午
後
７
時
）

松

戸

東

ロ

ー

タ

ー

ア

ク

ト

ク
ラ

ブ
9
8
ス

キ

ー

ツ

ア

ー

ーｎ

蔵

王

１
月
1
6日
糜
夜
松
戸
発
、
1
8日
面

夜
松
戸
着

会
場
山
形
県
蔵
王
ス
キ

ー
場
対
象
一
十
～
ニ
十
ハ
歳
の
人

定
員
先
着
五
十
人
費
用
二
万
三
千

円※
詳
細
は
1
2月
６
日
出

シ

日
㈲
各

午
後
７
時
～
1
0時
の
電
話
受
け
付

け
時
に
連
絡

圜
松
戸
車
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

・
鬼
本

容
3
6
2
・
4
6
7
3

番
（
夜
間

の
み
）

12/210日)

①午前10時　　　松戸市中学校選抜　 対 松戸国際高校

②午前11時3C分　東京朝鮮中高級学校対 松戸秋山高校

③午後1時　　　 柏レイソルユース　対 松戸矢切高校

12/23R

④午前10時　　　専修大学松戸高校　 対 松戸六実高校

⑤午前11時30分　小金高校　　　　　対 ①の勝者

⑥午後1時　　　 市立松戸高校　　　刔 ②の勝者

⑦午後２時3C分　 松戸馬橋･南高校連合対 ③の勝者

12/25W

⑧午前10E時　　　準決勝(④の勝者 対 ⑤の勝者)

⑨午前11[時30分　準決勝(⑥の勝者 対 ⑦の勝者)

⑩午後2時30分　 決　勝　　　・・　　　　　　111丶

会場運動公園陸上競技場　　
゛゛ 匹`　 ４ ，

費用入場無料　　　　　　　　　　　　ﾐ

网 １

[圃スポーツ課0363-9241 番　　　　 ，４y

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

１
月
1
0
日

～

３
月
2
8
日

の
毎

週
土

曜

日

、
午
前

８

時
～
９

時
4
5
分

会

場
中
央
公
園
庭
球
場
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
者
定
員
七
十
人
（
抽
選
）

費
用
九
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）

圃
1
2
月
!
5
日
丱
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し

て
、
一
１‐
2
7
0
松

戸
北

郵
便

局
私

書
箱

一

二
ひ

松

戸
市

テ

ニ
ス
協

会

へ

周
平

木

公
3
3
0・
4
1
1
2

番

１
月
1
1
日
賄
午
前
８
時
受
け
付
け

９
時
開
会
式
　
会
場
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
種
目
中
学
の
部
一
般
の

部
ほ
か
費
用
四
百
円
（
中
学
生
は

無
料
）
　
由
込

期
限
1
2月
1
6日
㈹

鬩
ス
ポ
ー
ツ
課

容
3
6
3
・
9
2
4
1

番

教 室 名 期 日 時 間 会 場 問い合わせ 費用

グラウンド・ゴルフ

12/21(1日)午前９で

率

馬橋北

小学校

校庭

体育指導委員

木下

S3 ∠15-3429番

無

料

ソフトバレーポール 新松戸
西小学
校体育
館

体育指導委員

吉見

S341-9566 番

インディアカ

体育指導委員

八木

n3 ∠18-5565番

ラージボール卓球

体育指導委員

楠井

S343-2635 番

12/14 紂リ
小金井体
育館

体育指導委員

市村

S342-6190 番

(夜間のみ)カローリング教室

講
座
・
講
演

冬

の

陶
芸

一
日

教

室

1
2月
９
日
天
①
干
前
９
時
3
0分
～

1
1時
3
0分
恋
午

後
Ｏ
時
1
5分
～
２
時

1
5
分
喞
午
後
３
時
～
５
時
会
場
陶

松
（
市
立
病
院
裹
）
定
員
各
回
先
着

十
二
人
（
要
申
し
込
み
）
　
費
用
五

百
円
（
陶
土
・
焼
き
代
別
）

匣

電
話

で
縄
文
土
器
を
作
る
会

・

小
堀

昔
3
6
8
・
7
7
2
6

番
へ

オ

ス

ト

メ

イ

ト

（
人
工

肛

門

・

人

工

ぼ
う

こ

う

造

設

者
）

社

会

適

応

訓

練

講

習
会

1
2月
６
日
出
正
午
い
午
後
４
時

会
場
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
本
館
三
階

（
市
川
市

登
3
7
0
・
5
2
0
1

番
）

内

容
毟
講
演
齟
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

本
部
専
務
理
事

・
崎
山
稔
氏
「
オ
ス

ト

メ
イ
ト
の
福
祉
制
度
に

つ
い
て
」

②

各
種
分
科
会
　
対
象
県
内

の
オ
ス

ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
　
費
用
無
料

茴
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千
葉
県
支

部
事
務
局
昔
０
４
７
４

・
5
2・
6
4

3
3
番
（
月
・
火
・
金
曜
日
）

－

１

４

一
一
Ｉ
Ｉ

ｒ

日

舞

新

舞

講

習
会

①
1
2
月
1
4
日
㈲
午
後
２
時
～
５
時

②
1
2月
1
1日
米
・
1
8日
本
午
後
２
時

～
５
時
③
1
2月
1
7日
水
午
後
７
時
～

９
時
会
場
中
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ

ー
②
ハ

ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
エ

圉
明
市

民
セ
ン
タ
ー
費
用
五
百
円
（
各
回
）

圜
邦
舞
の
会
・
藤
間

昔
3
4
2
・
2
1
7

1
番

新

東

京

病

院

・

公

開

講

座

「

こ

こ

ろ

と

か

ら

だ

の

お

話

」

1
2月
1
2
日

窗
午

後
１
時

～
３

時

会

場

ボ
ッ

ク
ス

ヒ
ル
ハ

階

ク
リ

ス

タ

ル

ホ
ー

ル

（

松
戸

駅

西
口

駅

ビ
ル

）

内

容

ス
ト
レ

ス
に

よ
る

病
の
発

症

・

経
過

と

の

関

わ
り

、
心

の
治

療
（

カ

ウ
ン

セ
リ

ン

グ
）
の
必
要

性

な
ど

譎
師

新

東
京

病
院

カ

ウ
ン
セ

ラ

ー
・

種
山
直
美
氏
定
員
当
日
先
着
二
百

人費
用
無

料

※
手

話
通
訳

あ
り

鬩
新

東
京

病
院
事

務
局

・
石
原

登
3
6
6

・
7
5
7
3

番

惠当日会場で

松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「
熟

年

離

婚

あ

れ

こ

れ

」

1
2月
2
1
日

㈲
午
後

２
時

～
３

時
3
0

分
会
場
門
前
町
会
集
会
所
（
八
柱

・
八
坂

神
社
内

）
　
　
讖
師

元
消

費
生

活
相
談
員
・
河
村
登
志
氏
費
用
無

料※
毎
月

第
三

日
曜
日

に
実

施

。
次
回

Ｔ

月
1
8
口

㈲

）
の
テ

ー
マ
は
「
小

劇
団

グ
ル

ー
プ

の
魅
力

」
を
予

定
。

※
会
場

は
次

回
か

ら
サ

ン
ヨ

ー
ホ

ー

ム

に
変

わ
り
ま

す
。

醫

金

本
（
サ
ン
ヨ

ー
ホ

ー
ム
内

）
容
誣

・
0
2
2
1

番

お
知
ら
せ

平

成
1
0
年

度

水

道

モ

ニ

タ

ー

募

集任
期
平
成
1
0
年
４
月
～
1
1
年
３
月

応
募
資
格
県
営
水
道
給
水
区
域
内
に

居

住
し

、
県

営
水
道

を
使

用
し

て

い

る
二
十

歳
以

上

の
人
　

仕

事
内
容

ア

ン

ケ

ー
ト
の

回
答

、
意
見

・
要

望

の

提

出
、

懇
談
会

・
施

設
見

学

定
員

五

十
人
　

謝
礼

年

一
万

円
程

度

惠

１
月
3
0
日

糜
〔
必
着
〕
ま

で

に
、
往

復
（
ガ
キ
に
氏
名
ふ
り
が
な
）
・
住

所
・
電
話
番

号
・
生
年

月
日
（
年

齢
）・

性

別

・
職
業

・
水
道

に

つ

い
て
の
関

心
事
（
二
百
字
程
度
）
・
返
信
用
の
あ

て
名
を
記
入
し
て
、
干
2
6
0
乙
千
葉
市
中

央

区
長

洲

一
の

九
の

一
千

葉
県

水
道

局

管
理

部
総

務
企
画

課

広
報

統
計
班

（
容

帽
・
2
2
3・
4
5
0
0

番

）
へ

中

学

生

・
高

校

生

の

た

め

の

海

外

派

遣
事

業

参

加

者

募
集

期
間
３
月
2
2
日
襾
～
４
月
４
日
田

行
き
先
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
イ
ギ

リ

ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー

ジ
ー
フ
ン
ド
　
内
容
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

と
学
校
体
験
を
通
し
て
国
際
性
を
培

う
　
費
用
三
十
六
万
五
千
円
上
ニ
ト

ハ
万
円
　
申
込
期
限
１
月
2
7
日
㈹

鬩
謝
国
際
青
少
年
研
修
協
会
・
公
0
3

・
３
３
５
９
・
8
4
2
1

番

発射台を製作して、モーターを取りつけプロペラ

を飛ばします。いろいろなアイデアを取り入れて、

オリジナルのヘリポートを作ってみませんか。

日時…12 月25 日困 ・26 日 窗

午前10 時～ 午後3 時 （全2 回 ）

会場…文化ホール講座室

（松戸ビル4 階 ・松戸駅西口徒歩5 分 ）

講師 …松戸 少年少女発 明ク ラブ 事務 局長 ・

柴田姜親氏

水

道

週

間

ポ

ス

タ

ー

・

標

語

コ

ン

ク

ー

ル

作

品

募

集

テ
ー
マ

「
水

の
人
切

さ

・
水

の
有

効
利
用

」

を
呼

び
か
け

る
も

の
　

規

格

ポ
ス
タ

ー
＝
Ｂ

３
判

（
三

十

六

×

五
十

二

惣

）
の
絵

画

（
イ

ラ

ス
ト

・

版
画
で
も
可
）
、
標
語
＝
官
製
ハ
ガ

キ
に

縦
書

き
で

一
枚
に

一
点
　

応
募

資

格
県
内

居
住

者

※
学

校

・
グ
ル

ー
プ
単

位
で
応

募

の

場

合
は

名
簿

を
送
付

し
て

く
だ

さ

い
。

※
作

品
は
未

発
表

の
も

の

※
人

賞
者

は
平
成
1
0
年
６

月
１

日
号

の
「
県

水
だ

よ
り
」
で

発
表

※
応

募
者

全
員

に
参
加

賞
あ
り

匣

１

月
3
0
日
糜
〔
必

着
〕
ま
で

に
、
応

募

作
品
に

住
所

・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）

・
職

業
（
学

校
名
）・
年
齢
（
学
年
）
・

電

話
番
号

を
記
入

し
て

、

干
2
6
0
千
葉

市

Ｔ

犬
区

長
洲

一
の
九

の

一
千

葉
県

水
道

局
管

理
部

総
務
企
画

課

広
報
統

計
班
（
昔
帽
・
2
2
3・
4
5
0
0

番

）
へ

平

成
1
0
年

度
筑

波

大

学

附

属

盲

学

校

幼
稚

部

・
小

学

部
の

幼

児

・
児

童

募

集

出
願
期
間
1
2月
８
日
丱
～
1
2日
窗

入
学
選
考
日
ー
月
2
7
日
㈹
対
象
視

覚
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
　
募
集

人
員
幼
稚
部
＝
年
小
・
年
長
組
各
二

人
、
小
学
部
＝
二
里
盲
学
級
六
人
・

弱
視
＝
若
干
名
、
各
学
年
転
入
盲

・

弱
視
学
級
＝
若
十
名

圃
筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
（
文
京
区

目
白
台
三

の
一
七

の
六
）
　容
0
3・
3

9
4
3

‘
5
4
2
1
番
　

‘

歳末たすけあい運動

危

険

物

安

全

週

間

推

進

の

標

語

を

募

集

内

容

危
険
物

災
害

の
防
止

と
危

険

物

の
貯

蔵

・
取

扱

い
の
安

全
を
呼

び

か
け

る
標
語

※
作
品

は
未
発

表
作

の
も

の

※
発
表

は
人
選

者

の
み
で

入
選

作
品

は
主

催
者

に
帰
属

し
ま

す
。

匣
1
2
月
2
5
日

床
〔
必
着

〕ま

で
に

、
官

製
ハ
ガ
キ
ー
枚
に
標
語
一
点
と
（
厳

守
）
住
所

・
氏
名
（
ふ

り

が
な
）
・
年

齢

・
性

別

・
職
業

・
電
話
番

号

を
記

入
し
て
、
干
1
0
5
東
京
都
港
区
虎
ノ
門

二

の
九
の

一
六
日
本

消

防
会
館

顛
全

国
危

険
物
安

全
協

会
内
危

険
物

安
全

週
間

推
進
協

議
会

（
登
0
3
・
３

５
９

７

・
8
3
9
3

番
）

へ

平

成
1
0年

度

国

立

館

山

海

員

学

校
生

徒

募

集

出
願
期
間
１
月
1
2日
丱
～
２
月
９

日
菲

試
験
日
２
月
1
5日
㈲

受
験

資
格
中
学
卒
業
生

（
卒
業
見
込
み
を

含
む
）
募
集
人
員
四
十
人

※
推
薦
制
度
あ
り

（
受
け
付
け
は
1
2

月
８
日
丱
ま
で
）

問
館
山
海
員
学
校
教
務
課
容
０
４
７

０
・
2
2・
１
０
び１
９
番`

保
健
・
衛
生

酒

の

悩

み
ご

と

相

談

・
家

族

教

室
1
2月
1
1日
米
・
2
5日
米
午
後
１
時

3
0
分
～
４
時
3
0
分
会
場
松
戸
保
健

所

内
容
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
か
か

え
た
本
人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
専

門
医
師
と
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
ま

た
は
保
健
婦
に
よ
る
相
談
　
費
用
無

料襾
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
班

容

顫
・
2
1
2
1

番

愛

の

献

血

（
稔
台

連

合

町

会

）

1
2月
６
日
出
午
前
９
時
3
0分
～
Ｈ

時
4
5分
と
午
後
１
時
～
３
時
3
0分

会

場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

鬪
健
康
課
昔
3
6
6
・
7
4
8
7

番

応援に行ってみませんか

松戸市高等学校サッカー大会

111対象…小学3年生～中学生

定員…先着20 人

費用…1,000 円

※昼食は各自持参

圃12 月５日窗午前10 時から、電話で文化ホー

ル容36ﾜ 刀810 番へ

松
戸
市
七
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会

軽スポーツ教室

冬休み化学工夫工作教室

ヘリポートを作ろう



青少年相談

常盤平児童福祉館 催し物

１月10日出午後2時30分～4時(午後2時開場)会場六実市民センター

対象小中学生　定員130 人(応募者多数の場合は抽選) 費用無料

匝]12月12日銜〔消印有効〕までに､往復八ガキに住所・氏名・学年・電話

番号・返信用のあて名を記入して、〒270-22松戸市常盤平西窪町12常盤

平児童福祉館(H387-3320 番)へ

1月7日困午前10時～11時30分　会場常盤平児童福祉館　内容じゅず玉

のお手玉作り　対象小学3年生以上　定員先着20人　費用無料

圉電話で常盤平児童福祉館登38ﾜｰ3320 番へ

青年講

座
生活のあじわい

日時…12月13日出午後6時～8時

18日田午後7時～8時30分

20 日出 午後6 ㈲～8 時( 全3 回)

会場…市民会館

対象…18 歳以上の人(30 歳未満の人を優先)

内容…ホームパーティの企画・料理・フラワーアレンジメント・

ワインの知識についての学習・実践

講師…料理講師・高橋貴美代氏

生け花研究家・鳥井美恵子氏

ソムリエ・佐藤秀良氏

定員…先着30 人

費用‥･材料費実費

匝]電話で青少年会館容34 ∠卜8556 番へ

目本語スピーチコンテスト外国人出場募集

２月28 日固午後1 時から　 会場市

民劇場　 対象市内および近郊に在

住・在学・在勤で①両親とも日本国

籍を持たない②在日期間が通算5 年

末満③15歳以上④当コンテストで

入賞経験のない人　テーマ自由（時

間は5 分以内）　費用無料

昨年の日本語スピーチコンテスト　　　※応募者多数の場合は、書類選考。

※周りに対象となる人がいたら教えてあげてください。

車1月23 日銜までに、所定の申込用紙(紂松戸市国際交流協会にあります)

にスピーチ原稿を添えて、直接または郵送で干2ﾜ1松戸市根本387の5松

戸市役所( 新館5 階) 聯松戸市国際交流協会へ

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス
………S366-0010 番

平日・午後5時～翌日午前9時
休日と土曜･ 午前9時～翌日午
前9時

◆夜間急病診療所…登368-3756番
衛生会館内･毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
………0365-3430 番

衛生会館内･午後8時～11時

相 談 名

交通事 故

市政･ 一般

法 律 相 談

(予 約 制)

税務 相談

登記 相談

行政 相談

住宅 相 談

外国人相談

生宅ﾘﾌｫｰﾑ

労 働 相 談

広報まつど1997年(平成9年)12月５日

幼

い
子

ど
も
を
持

つ
親
の
関
心

事
の
一
つ
、
身
近
な
遊
び
場

。「
近

く
て

、
お
金
が

か
か
ら
ず
、
気
軽

に
遊

べ
る
場
所
は
な

い
か
」
と
よ

く
耳
に
す
る
。

市

内
の
主
婦

グ
ル
ー
プ
「
あ
そ

ぼ
ゾ
ー
ン
」
が
二
年
前
の
初
版
を

改
訂
し

出
版
し

た
〔
9
7子

ど
も
と

で

か
け

る
千

葉
遊

び
場

ガ
イ

ド

（
書
店
で

販
売
中
）
」

が
幼

い
子

ど

も
を
持
つ
親
た
ち
に
好
評
だ
。

主

宰
の
縣
和
子

さ
ん
は
「
身
近

な
所
に
も
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し

め
る
公

園

が
た
く

さ
ん
あ

る
こ
と

を
知

っ
て

も
ら
え

れ

ば
と
」
と
話

す
。「
あ
そ

ぽ
ゾ

ー
ン
」
は
、
乳
幼

児

の
共
同
保
育

の
仲
間
を
母
体
と

し

た

グ
ル

ー
プ
。
囗
コ
ミ
で
集
ま

っ
た
未
就
園
児
の
お
母
さ
ん
た
ち

が
週
に
一
回
集

ま
り
、
当
番

の
お

母
さ
ん
を
先
生

役
に
、
歌

や
ゲ
ー

を
紹
介
し

た
「
あ
そ

ぼ
マ
ッ
プ
・

公

園
編
」
を

作
成
。
そ
し

て
、
平

成
６
年
、
雨
の
日
で
も
出
掛
け
ら

れ
る
「
あ
そ

ぽ
マ
ッ
プ
・
室
内
編
」

を
作
成
し

た
。
こ
の
と
き

の
反

響

が
出
版
社
の
目
に
留
ま
り
、
千
葉

な

が
る
と
決

心
を
固
め
一
致

団

結

し
て
本
の
作
成
に
取

り
か
か
っ
た
。

取

材
は
、
み

ん
な
で
手
分
け

を

し

て
子

ど
も
と

一

緒
に
出

掛
け

、

一

緒
に
遊

び
、
喜

ん
だ
場
所
を

ピ

ッ
ク
ア

ッ
プ
し

て

い
っ
た

。
母

親

か

ら
育

自

」
。
子

ど
も
を
育
て
な
が

ら
、
自
分
自
身
も

成
長
し

て
い
こ
う

と

い
う

意

味

だ

。

平
成
４
年
、
月
一

回
み
ん
な
で
遠
足

に
行
っ
て

い
た
経

験
を
生
か
し
、
東

葛
地
区

の
楽
し
く

遊
べ
る
公

園
な
ど

｢あそぼゾーン｣ の皆さん

(左から鈴木さん、縣さん、木村さん)

葉
県
全
域

に
広

げ
る

こ
と

に
不

安
と

た
め

ら
い
が
あ

っ
た
。
し

か
し

、
育

児

経
験
を

生

か
し

な

が
ら
、
育

自
に
も
つ

れ

て

い
る

と

、
白

分

た

ち
の
作
っ
た
本
が
、
自

分

の

た

め

だ

け

で

な

く

、

ほ

か

の
人

の
た

め

に

も

な

っ

た
こ

と

を

実

感

し

、

大

き

な
喜

び
を

感

じ

た

と

話

す

縣

さ

ん
。

自
分

の
で

き

る
こ

と

に

広

が
り

を

感
じ

自

信

が
つ

い
た

と

も
。

「
こ

れ

か

ら

も
一

層

ア

ン

テ

ナ

を

高

く

し

て

、

母

親

の

視
点

か
ら

ム
、
折
り
紙
工
作

な
ど
共
同
で

保

育
活
動
を
行

っ
て

い
た
。
そ
の
後
、

子

ど
も

が
幼
稚

園
に
入
園
し
て

も

定

期
的
に
集

ま
ろ
う
と
会

が
結

成

さ
れ
る
。
会
の
合
言
葉
は
「
育
児

県
版
遊

び
場

ガ
イ

ド
を
作

っ
て
み

な

い
か
と
誘

い
を
受
け

る
こ
と
に

な
る
。
当
初
、
自
分
た
ち
の
本
が
書
店

に
並

ぶ
重
責
と
、
活
動

地
域
を
千

子
ど
も
連
れ
の
母
親
の
視
点
で
遊
び
場
ガ
イ
ド
を
作
成

育
児
か
ら
育
自

だ
け

で
な
く
、
子

ど
も
も
楽
し
ん

だ
所

で
な

い
と

「
こ
こ

が
い

い
」

と
勧
め
ら
れ
な

い
と
思

っ
た
た
め

だ
。
ま
た
、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
は
あ

る
か
、
食
堂

や
売
店

は
あ
る
か
な

ど
子

ど
も
を
連

れ
た
母

親
の
視
点

を
大
事
に
し
た
。

試

行
錯
誤
を
重

ね
、
よ
う
や
く

本
が
完
成
。
平
成
７
年
、
「
子

ど
も

と
で

か
け
る
千

葉
遊
び
場
ガ
イ

ド
」

を
出
版
す
る
。

い
た

だ

い

た

読
書

カ

ー

ド
に

「
役
に
立

っ
て

い
る
」
と
か
「
た
め

に
な
っ
た
」
と

か
書
か

あそぼゾーン主宰

い

ろ

ん

な

面

で

活

動

し

て

い
き

た

い

」

と

生

き

生

き
と

話

す

表

情

が

印

象

的

だ

っ
た

。

（
古
ヶ

崎
在

住
）

お 気 軽 に ご 相 談 ＜ だ さ い

巡

回

年

金

相

談

１２月の相談あんない

人権相談

市

民

相

談

室

澎
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

時 間

縣和子さん

爾 二回 釧 亘

口 一 一一と回こ ‾1/6㈹］

口 回 垂 三 回

匚百 石 互 皿

匚湎 子 而 畄厂

労働相談は東葛飾支庁商工労政課

消費生活相談

女性就業相談

女性 パ ート

労 働 相 談

就 学 相 談

( 予 約 制)

教 育 相 談

( 予 約 制)

こころの相談

ゆうまつど

国

民

年

全

課

適

用

係

澎
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

口百八匹
コ

ニ コ 匸コ

ニ コ 匸二口
二 万匸
コ

ロ
コ（ 口

二 万 ロ
コ

ニ 蓙匸コ
ロ コ 匸口
大 （ ）

匡 譟］
特 」

心

配

ご

と

相

談

※人樹 目談は千葉地方法務局松戸支局(S363-6278 番)でも行っています。

午前９時～午後４時

匡 白

｜第1~第４金曜日

匚湎 八 八 ‾

口 匹 球 万 言

匹 ま匸1/6㈹〕
ロ コ 和匸二

二 ‾･万 コ ニ

［　 臨 二 ‾］

|午前10n寺～刹 変３時|

市役所相談コ

ーナー

小金支所

常盤平支所

新松戸市民セ

ンター

小金原市民セ

ンター

市役所相談

センター

馬橋支所

六実支所

小金支所

常盤平支所

新松戸市民

センター

小金原市民

センター

題

千
葉
地
方
法

務
局

松

戸
支
局

市
援

護
課

庶
務
係

社
会
福

祉
協
議

会

昔
3
6
8
・
0
5
0
3
番

教育研究所

S366-7461 番

-

- 　 -

-

劇団天童ミュージカルで

元気になろう

～ホームパーティの企画

救急医療体制 

十 竺匸

コ壓 子 垂 匸
二白 亘亜 二

L〕 垂心
コ

回 ］一一璽 二
二社 皿 二
四 麺
口 白 系 匸

口 ０区鮃
二

口 社 皿 二

午前9時～午後5時
一 一一 一 一一
午前8時30分～午後5時

午後１時～５時

午前９時～正午

午後１時～５時

午後１時～４時30分

午後１時～３時

午前10時～午後４時

午前９時～正午

午前10時～午後４時

午後１時～５時

会 場

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

明 日 時 間

市民相談室

相談名 期 日

午前10U寺～午 後３時

午前8時30分～午後繝
育 児 相 談

1すくすくﾃﾚﾌｫﾝj

北松戸保育所

c367-4646 番

常盤平支所小金支所小金原支所馬橋支所六実支所新松戸支所矢切支所‾東部支所

消費生活センター

S365-6565 番

月～金曜日
午前8時30分～

午後4時30分

少年センター

0363-7867 番

午前９時～正午

午後塒30 分～4時30分
月～金曜日

次回は〔1/6㈹〕

女性センター

(相談室直通)

昔363 －0505番

女性センター

S364-8778 番

|
午後り劼O 分～4時30分|

午前10時～午後４時

午後1 時～７時

一一一
午 前10 時～午 後 ４時

火･金曜日

第４月曜日

第１～第３月曜日

午前10a寺～午後３時|

会 場

相談はすべて無料です。

うりこ姫とあまのじゃく

お手玉作り
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